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2012年度理事会議事録

日 時 2012年 9月 21日(金)午後 15時 00分~

17時 00分

場 所:北星学園大学第 2研究棟地下第 l会議室

理 事.藤田主一理事一民谷口泰富副理事長，い

とうたけひこ ，井上孝代，浮谷秀一，白

井伸之介，尾入正哲，角山 岡IJ，i陵部幸

浩，川名好裕， 川本利恵子，北川公路，

木村友昭，桐生正幸，久我隆一，楠本恭

久，小嶋正敏，斉藤勇，大坊郁夫，旧

之内厚三，内藤哲雄，演保久，深津{r!1

幸，藤森立男，細江達郎，松田浩平，向

井希宏，森下高治，森田敏子，森脇保

彦，蓮花一己(以上 32名)

監 事・沢宮容子，高橋良博

名誉会員・山岡淳

事務局・驚藤雅英(事務局長)，宇部弘子，本間

悠也(幹事)

1 理事長挨拶(藤田理事長)

-本理事会に出席された先生に対して，感謝の

言葉が述べられた。

-名誉会員であられる菊池哲彦先生，森重敏

先生がご逝去された件について，哀悼の意が

捧げられた。

2 前理事長挨拶(森下前理事長)

-本理事会に出席された先生に対して，感謝の

言葉が述べられた。

-理事長在任中における先生方の ご支援につい

て，感謝の言葉が述べられた。

・「日本応用心理学会の更なる発展を考える会」

のプロジェクトの実行について，今後も積極

的に推進していくことが述べられた。

3 第 79回大会委員長挨拶(演大会委員長)

-本大会を開催するにあたり，先生方に対して

感謝の言葉が述べられた。

4 報告事項

(1) 事業報告

1) 会員の異動および会費納入状況(爾m薬事務

局長)

・会員数は， 2012年 9月 10日現在で，昨年の大

会から 49名増加した。

事務局だより

• 2012年度の会費納入率は 2012年 9月 10日現

在 69%である。

• 2012年 9月 10日現在の会員数は 1，192名である。

2) 委員会報告

①機関誌編集委員会(深津委員長)

• 2012年度より 『応用心理学研究」については

年間 3号の発行どした。

• 3号のうち 1号は I特集号」どして扱うことに

した0

・平成 25年度から導入される電子査読システム

の概要が説明された。

-論文の投稿先は，本年 9月より東京富士大学

から国際文献社に変更となった。

②企画委員会 (藤森委員長)

-平成 23年度の活動報告の概要が述べられた0

.今大会の研修内容について紹介がなされた。

-今年度の公開シンポジウムについて説明がな

された。スポーツ関係で企画をしているが，

詳細は未定である。

③広報委員会(浮谷委員長)

a 年度の事業報告

・「応用心埋学のクロスロ ードj](Vol. 4)が 2011

年 12月に発刊された。

・ホームページ、のサーバーが国立情報学研究所

の取り扱い中止に伴し、民間のサーバーに移転

した。

・メーjレニュースの配信を始めた。

b 今年度の事業計画

・『応用心理学のクロスロードj](Vol. 5)の発刊を

準備している (2012年 12月発行予定)。

・今後， 11応用心理学のクロスロード』は年間 I

回の発行とする。

-本学会をよ り知っていただくため，ホーム

ページのトッ プページのデザインを逐次更新

していく 。

・メーJレニュースを逐次配信 していく 。

④「応用心理士」認定審査委員会(内藤委員長)

.2012年度前期は 3名の申請があり ，審査の結

果 3名を「応用心理士」と して認定した。

. I応用心理士会」の発足を計画している。

⑤国際交流委員会(蓮花委員長)

・『応用心理学研究j](英文特集号)について，
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投稿論文の中で 21編の論文が採択され， 8月

下旬に国際文献社での印刷の段階にはいった。

原著 6編，資料 8編， 短報 7編であった。

-第 28回国際応用心理学会 (ICAP2014)が 2014

年にフランスのパ リにて開催される。現在 2

号通信が学会サイ トにアップされている。

⑤若手研究者支援委員会 (向井委員長)

・今後， 学会活性化委員会， 企画委員会 ど連動を

しながら若手の支援を考えていくこ とになった。

⑦学会賞選考委員会 (優秀大会発表貨を含む)

() 11本委員長)

-昨年度は2編の学会賞，5編の優秀大会発表賞

を決定 した。

・今年度以降も，優秀大会発表賞を継続する予

定である。

③学会活性化委員会 (大坊委員長)

-今後， 委員会委員以外にも会員の意見も伺い

ながら，さまざまなアイディアを企画 ・検討

していく 。検討した アイデイアを常任理事会

において審議していただく 。

⑨倫理委員会(谷口委員長)

・電子査読システムの導入に伴って，倫理規程

の見直 し，改司を検討 している。

(2) 役員選挙結果報告 (浮谷委員長)

-平成 23年 11月 23日(水)に理事選挙の開票

を行った。当選者に就任意思を確認 し，理事

27名ど監事 2名を決定 した。

・平成 23年 12月 11日(日)の常任理事会にお

いて開票結果を報告 し，推薦理事 9名を決定

した。そして推薦盟事について就任意思を確

認 し， 9名を決定した0

・平成 24年 l月 23日(月)理事 36名に常任理

事の投票用紙を送付し，開票作業を平成 24年

2月 13日(月)に行った。その後，当選者に就

任意思を確認し，常任理事 9名を決定 した。

-平成 24年 3月 4日(日)常任理事 9名が日本

体育大学中会議室に集 まり，投票によ る理事

長 ・副理事長選挙を行った。

(3) 2011年度第 78回大会報告(内藤委員長)

-学内の会員がいないことから， 学内{也教員の

協力を経ての開催となった。資料に基づ3大

会の決算が報告 された。 また，大会運営費の

残金を学会の若手支援に寄付したいとの申し

出があり，常任理事会で承認された。

(4) 日本心理学諸学会連合(心理学検定を含む)

①日本心理学諸学会連合について(j篠田理事長)

・心理師の国家資格に向けて，現在，大学院の

カリキュラムを検討中である。

②心理学検定について(大坊担当常任理事)

-今年度の心理学検定は 8月 26EI (日)に行わ

れた。受験者数は，2，990名あった。毎年 500

人ほど受験者数が増 えている。団体受験する

場合は，受験料が減免される。今後もさらな

る受検者数を確保するための検討をしている。

(5) 東日本大震災支援報告 (藤田理事長)

・審査委員会の答申を経て，3件の申請に対して

総額 35万円を助成することが決定 した。

(6) 特別委員会報告 (藤田理事長)

-投稿論文の審査が遅れたことからクレームが

入った。

-上記の件に対して，特別委員会を発足し善後

策を検討した。

(7) その他

・年次大会の 80回を記念して学会企画の書籍

(全7巻・ 学校，犯罪，メディア，恋愛，高齢

社会， 健康，産業)の発行(福村出版)を予

定している。

5. 審議事項

(1) 2011年度決算に関する件(浮谷前事務局長)

.決算書に基づいて説明があった。

-監事による監査報告があった。

(2) 2012年度予算に関する件(粛!惨事務局長)

.予算案に基づいて説明があった。

-英文特集号積立金を取崩 し，100万円が計上さ

れている。

-電子投稿査読システムの導入準備のために，

20万円計上 した。

. I応用心理士」の資格申請書類の作成 ・発送を

3年おきにしていたが，費用を抑えるため， 今

後は実施せず， メーjレニュースやホームペー

ジで広報をしていく 。

(3) 会則改正に関する件(藤田理事長)

-日本応用心理学会会則および、日本応用心理学

会学会賞規程，日本応用心理学会学会賞選考

~~Il則の改訂が提案 された。 改訂部分は以下の

どおりであり ，審議を経て承認された。 また，
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会則の「附則」の標記を「付則」で統一する

ことが検討された。

[日本応用心理学会会則]

①第 8条(事務局長)・ 13 事務局長は第 7条の

規程にかかわらず，その在任中は常任理事に

就任する。」を削除する。

②第 12条(大会): 13 大会委員長 は第 7条の

規程にかかわらず，その在任中は常任理事に

就任する。」 を削除する。

③第 12条(大会): 14J を 13J ど改正する。

④付則 6・16 本会則は平成 24年 9月22日より

改正施行する。」 と改正する。

[日本応用心理学会学会賞規程]

①第 2条 1学会貨は，論文部門ど実践活動部門

からなり ，応用心理学の研究および実践に特

に貢献した会員に授与する。」 を「学会賞は，

論文賞ど奨励賞からなり ，応用心理学の研究

および実践に特に貢献した会員に授与する。」

に改訂する。

②第 3条 1学会賞の論文部門は，本学会機関誌

「応用心理学研究』所載の論文を対象とし， 実

践活動部門は，応用心理学の知見を生かした社

会的実践活動を行っている会員を対象とする。」

を 「学会賞は，本学会機関誌 『応用心理学研究』

所載の論文を対象とする。」 に改訂する。

③第 4条・「学会貨の授与は隔年どする」を削除

する。

④第 5条:第 5条を第 4条と改正し， 1学会賞選

考のために学会賞選考委員会(以下，委員会

という)を当該年度に設置する。」の「当該年

度」を削除する。

⑤第 5条: 12 委員の定数は 7:7:，を上限どし，任

期は当該年度末までとする。」 を 「委員の定数は

7名どし，任期は 3年間とする。」に改訂する。

⑥第 5条 13 委員長は副理事長どする。」を 13

委員長は常任理事の中から選出する。」に改訂

する。

⑦第 6条:第 6条を第 5条ど改正する。

③第 7条:第 7条を第 6条ど改正する。

⑨付則 2: 12 本規程は平成 24年 4月 l日より

改正施行する。」 ど改正する。

[日本応用心理学会学会賞選考細則]

①第 l条 12 論文部門の選考は過去 2年間の

本学会機関誌 『応用心埋学研究』所載の論文

を対象とする。」 を 12 学会貨の選考は前年

度 1年間の本学会機関誌 『応用心理学研究』

所載の論文を対象とし，論文賞は原著論文か

ら，また奨励賞は原著論文以外の論文から選

考するものとする。」 に改訂する。

②第 2条 12 理事による推薦は論文部門およ

び実践活動部門の各部門につき 2件以内とし，

候補者氏名， 当該業績，推薦理1:13，推薦人氏

名を明記するものどする。」を 12 理事によ

る推薦は論文賞および奨励賞 とも 2件以内と

し，候補者氏名，推薦論文名，推薦理由，推

薦人氏名を明記するものとする。」 に改訂する。

(4) 名誉会員推載に関する件(藤田理事長)

-荻野七重先生・玉井 寛先生の 2名を名誉会

員どして総会に推戴することになった。

-今後，名誉会員の推戴 ・承認 .f:受賞の手続き

について，常任理事会で検討する。

(5) 2014年度第 81回大会委員長 (大会当番機

関)に関する件(1篠田理事長)

-向井希宏先生(中京大学)に大会委員長 を依

頼することが提案され承認された。その後理

事会の先生に対して挨拶の言葉が述べられた。

6. 20日年度第 80回大会委員長挨拶(藤田大会

委員長)

・藤田大会委員長より，理事会の先生に対して，

第 80回大会の概要ど挨拶の言葉が述べられた。

2012年度総会議事録

日 時 2012年 9月 22日(土)午前 11時 45分~

午後 12時 50分

場 所・北星学園大学 A館 5階 503教室

進 行・驚藤雅英事務局長

l 理事長挨拶(藤田主一理事長)

2 第 79回大会委員長挨拶(演保久大会委員長)

3 議長選出

・大会委員長である演大会委員長が選出された0

4. 報告事項

(1) 事業報告

1) 会員の異動および会費納入状況(粛藤事務

局長)

・会員数は， 2012年 9月 10日現在で，昨年の大

会から 49名増加した。
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• 2012年度の会費納入率は 2012年 9月 10日現

在 69%である。

• 2012年 9月 10日現在の会員数は1，192名であ

る。

2) 委員会報告

①機関誌編集委員会(深津委員長)

. 2012年度より 『応用心理学研究』については

年間 3号の発行どした。

• 3号のうち l号は. I特集号」 どして扱うこと

にした0

・平成 25年度から導入される電子査読システム

の概要が説明された。

-論文の投稿先は，本年 9月より東京富士大学

から国際文献社に変更どなった。

②企画委員会(藤森委員長)

・平成 23年度の活動報告の概要が述べられた0

.今大会の研修内容について紹介がなされた。

-今年度の公開シンポジウムについて説明がな

された。スポーツ関係で企画をしている。

③広報委員会 (浮谷委員長)

a 年度の事業報告

・ 『応用心理学のクロスロ ー ド ~ (Vol. 4) が 2011

年 12月に発刊された。

・ホームページのサーバーが国立情報学研究所

の取り扱い中止に伴い民間のサーバーに移111r;
した。

・メーノレニュースの配信を始めた。

b 今年度の事業計画

・ 『応用心理学のクロスロ ー ド ~ (Vol. 5) の発刊

を準備している (2012年 12月発行予定)。

-今後. w応用心理学のクロスロ ー ド』は年間 l

回の発行とする。

-本学会をより知っていただくため，ホ ーム

ページの トップページのデザインを逐次更新

してし、く 0

・メーノレニュースを逐次配信していく 。

④「応用心理士」認定審査委員会(内!被委員長)

・2012年度前期は 3名の申請があり，審査の結

果 3名を「応用心理士」として認定した。

・「応用心理士会」の発足を音卜画 している。

⑤国際交涜委員会(蓮花委員長)

・ 『応用心理学研究~ (英文特集号)について，

投稿論文の中で 21編の論文が採択され. 8月

下旬に国際文献社での印刷の段階にはいった。

原著 6編，資料 8編，短報 7編であった。

・第 28回国際応用心理学会 (rCAP2014) が

2014年にフランスのパ リにて開催される。現

在 2号通信が学会サイトにアップされている。

@若手研究者支援委員会(向井委員長)

-今後，学会活性化委員会，企画委員会 ど連動

をしながら若手の支援を考えていくことに

なった。

⑦学会賞選考委員会(優秀大会発表貨を含む)

() I 1本委員長)

-昨年度は 2編の学会賞.5編の優秀大会発表貨

を決定した。

-今年度以降も，優秀大会発表貨を継続する予

定である。

⑤学会活性化委員会(大坊委員長)

・今後，委員会委員以外にも会員の意見も伺い

ながら，さまざまなアイディアを企画 ・検討

していく 。検討したアイディアを常任理事会

において審議していただく 。

@倫理委員会(谷口委員長)

・電子査読システムの導入に伴って，倫理規程

の見直 し， 改訂を検討している。

(2) 役員選挙結果報告(浮谷委員長)

-平成 23年 11月 23日(水)に理事選挙の開票

を行った。当選者に就任意思をi確認 し，理事

27名ど院事 2名を決定した。

-平成 23年 12月 11日(日)の常任理事会にお

いて開票結果を報告し，推薦理事 9名を決定

した。そして推薦埋事について就任意思を確

認し. 9名を決定した0

・平成 24年 1月 23日(月)型事 36名に常任理

事の投票用紙を送付し，開票作業を平成 24年

2月 13日(月)に行った。その後，当選者に就

任意思を確認し，常任理事 9名を決定した。

-平成 24年 3月 41::1(日)常任理事 9名が日本

体育大学中会議室に集まり，投票による理事

長 ・副理事長選挙を行った。

(3) 2011年度第 78回大会報告(内藤委員長)

-学内の会員がいないことから，学内他教員の

協力を経ての開催となった。資料に基づき大

会の決算が報告された。また，大会運営費の

残金を学会の若手支援に寄付 したいとの EI"し
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出があり，常任理事会および理事会で承認さ

れた (p.320参照)。

(4) 日本心理学諸学会連合(心理学検定を含む)

①日本心理学諸学会連合について(藤田理事長)

・心理師の国家資格に向けて，現在，大学院の

カリキュラムを検討中である。

②心理学検定について(大坊担当常任理事)

-今年度の心理学検定は 8月 26日(日)に行わ

れた。受験者数は， 2，990名あった。毎年 500

人ほど受験者数が増えている。団体受験する

場合は，受験料が減免される。今後もさらな

る受検者数を確保するための検討をしている。

(5) 東日本大震災支援報告(藤田理事長)

-審査委員会の答申を経て， 3 件の 1*lð~iに対して

総額 35万円を助成するこどが決定した。

(6) 特別委員会報告(藤田理事長)

-投稿論文の審査が遅れたことからクレームが

あったため，特別委員会を発足し善後策を検

討 した。その結果， 審査の遅れをお詫び し，

審査者の変更で対応した。さらに，今後の対

策として，スムーズに査読が行われるように

するため，次年度から電子投稿システムを導

入する。

(7) その他

-年次大会の 80回を記念して学会企画の書籍

(全 7巻:学校，犯罪，メディア，恋愛，高齢

社会，健康，産業)の発行(福村出版)を予

定している。

5 審議事項

(1) 2011年度決算に関する件(浮谷前事務局長)

・2011年度の決算書:の説明があり， 高橋監事か

ら適正に処理されているとの会計監査報告が

あり，審議を経て承認された (p.318参照)。

(2) 2012年度予算に関する件(粛I係事務局長)

・2012年度の予算案の説明があり，審議を経て

承認された (p.319参照)。

(3) 会則改正に関する件(藤田理事長)

-日本応用心理学会会則および日本応用心理学

会学会賞規程，日本応用心理学会学会賞選考

利fI則の改訂が提案された。改訂部分は以下の

どおりであり，審議を経て承認された。また，

会則の 「附則」の標記を 「付則」で統ーする

ことが検討された。

[日本応用心理学会会買1)]

①第一 8条(事務局長): 13 事務局長は第 7条の

規程にかかわらず，その在任中は常任理事に

就任する。」 を削除する。

②第 12条(大会): 13 大会委員長は第 7条の

規程にかかわらず，その在任中は常任理事に

就任する。」 を削除する。

③第 12条(大会): 14Jを 13J ど改正する。

④付 1~IJ 6: 16 本会則は平成 24年 9月22日より

改正施行する。」ど改正する。

旧本応用心理学会学会賞規程]

①第 2条・「学会貨は，論文部門ど実践活動部門

からなり，応用心理学の研究および実践に特

に貢献した会員に授与する。」を「学会賞は，

論文賞ど奨励賞からなり，応用心理学の研究

および実践に特に貢献した会員に授与する。」

に改訂する。

②第 3条 1学会貨の論文部門は，本学会機関誌

『応用心理学研究』所載の論文を対象とし，実

践活動部門は，応用心理学の知見を生かした

社会的実践活動を行っている会員を対象とす

る。」を「学会貨は，本学会機関誌 『応用心理

学研究』所載の論文を対象どする。」に改訂す

る。

③第4条 1学会貨の授与は隔年とする」を削除

する。

④第 5条.第 5条を第 4条と改正 し， 1学会賞選

考のために学会賞選考委員会(以下， 委員会

という)を当該年度に設置する。」の「当該年

度」を削除する。

⑤第 5条:12 委員の定数は 7名を上限とし，

任期は当該年度末までとする。」を「委員の定

数は 7名とし，任期は 3年間とする。」 に改訂

する。

⑥第 5条 13 委員長は副理事長とする。」 を 13

委員長は常任理事の中から選出する。」 に改訂

する。

⑦第 6条:第 6条を第 5条ど改正する。

③第 7条:第 7条を第 6条と改正する。

⑨付則 2: 12 本規程は平成 24年4月 l日より

改正施行する。」ど改正する。

旧本応用心理学会学会賞選考細則]

①第 i条 12 論文部門の選考は過去 2年間の
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本学会機関誌 『応用心理学研究』所載の論文

を対象とする。」を 12 学会貨の選考は前年

度 1年間の本学会機関誌 『応用心理学研究』

所載の論文を対象とし，論文貨は原著論文か

ら， また奨励賞は原著論文以外の論文から選

考するものとする。」に改訂する。

②第 2条 12 理事による推薦は論文部門およ

び実践活動部門の各部門につき 2件以内どし，

候補者氏名， 当該業績，推薦理由，推薦人氏

名を明記するものとする。」を 12 理事によ

る推薦は論文賞および奨励賞 ども 2件以内と

し， 候補者氏名，推薦論文名，推薦理由，推

薦人氏名を明記するものとする。」に改訂する。

(4) 名誉会員推裁に関する件(藤田理事長)

-荻野七重先生 ・玉井寛先生の 2名を名誉会員

どして推戴することが提案され，承認された。

(5) 2014年度第 81回大会委員長(大会当番機

関)に関する件(藤田理事長)

.2014年度第 81回大会を仁|コ京大学(向井希宏大

会委員長)で開催されることが提案され，承

認された。

6 議長解任

7. 名誉会員称号証書授与

-藤田理事長より，荻野七重先生なら びに玉井

寛先生を名誉会員とする称号が授与された。

その後，荻野先生，玉井先生からお礼の挨拶

カfあった。

8. 20日年度第 80回大会委員長挨拶(藤田大会委

員長)

・2013年 9月 14日(土)， 15日(日)に日本体育

大学 (東京世田谷)で開催する。現在， 着実

に準備を進めている。

2012年度第 4回常任理事会:議事録

日 時 2012年 9月 23日(日)午前 11時45分

~ 1 3 時 1 5 分

場 所北星学園大学 A館 7階 707教室

出席者:藤田主一理事長，谷口泰富副理事長

浮谷秀一，川本利恵子，大坊郁夫，内藤

哲雄，深津何l幸，藤森立男，向井希宏，

蓮花一己，演保久(第 79回大会委員

長)

事務局 : 爾ïl来別i英(事務局長)，本間悠也仲間~)

(1ij'i(称|略)

I 報告事項

l 理事長より(藤田理事長)

-出席された常任理事の先生方に感謝の言葉が

述べられた。

2 各委員会報告

1) 機関誌編集委員会 (深津委員長)

-今後の 『応用心理学研究』は，投稿論文のみ

を掲載する学会誌から，投稿論文以外にも社

会に発信，発言，行動する学会誌を目指す。

・「特集号」 に関しては，各分野の責任者の先生

を中心に，各分野で抱えているテーマを企画

していただく 。現段階では，早ければ， 第 38

巻第 3号に 「看護 と心理」に関する特集を掲

載する予定である。

2) 企画委員会 (藤森委員長)

• 12月 2日CE:Dの公開シンポジウムをどのよう

に企画していくのかが当面の課題である。

・「スポーツの心理」という方向で考えていく 予

定である。

3) 広報委員会(浮谷委員長)

・ 『応用心理学のクロスロ ー ド ~ (Vol. 5) につい

ての内容を企画 ・検討している 0

・facebook(SNS)を用いて日本応用心理学会のサ

イトを閲覧できるようにしている。アクセス

名は，世界中からアクセスをで主るように

Ij-aap日本応用心理学会」 どしたい。

・アクセス数など，情報の共有については， rm 
事の先生へ定期的に配信するこどにする。

4) 1応用心理士」認定審査委員会(内藤委員

長)

・応用心理士会の設置について， 実行に移して

いく 予定である。

5) 国際交涜委員会(蓮花委員長)

・「英文特集号」 は印刷を開始しているので， 11

月 ~12 月頃には発行できる予定である 。

・第 28回国際応用心理学会 (ICAP2014)が 2014

年にフランスのパリで開催されることに伴い，

参加者に何らかの補助ができないかを検討す

る予定である。
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6) 若手研究者支援委員会(向井委員長)

-大学院生への補助が浸透し，大学院生の参加

者数が増えたため，この制度は軌道にのった

ものと思われる。

7) 学会賞選考委員会(J11本委員長)

-次回の常任理事会までに，論文賞，奨1JJJJ1重に

段票する用紙を作成する予定である。

-優秀大会発表質の投票について，次回の常任

理事会までに集計して検討する予定である。

・事前に先生方ど表彰人数等を確認する必要が

ある。

8) 学会活性化委員会(大坊委員長)

-今月中に委員の先生方からこ内意見をいただい

て，次回の常任理事会で検討 していく 予定で

ある。

9) 倫理委員会(谷口委員長)

-倫理委員会の活動方針について， 委員の聞で

検討する予定である。

3. 2012年度第 79回大会について(演大会委員

長)

・概ねスケジューjレどおりに大会を運営 してい

る。

-大会の当日参加者がやや減少したが，懇親会

の参加人数が増えた。学生予約の人数が1.5倍

ほどに増えた。

. w応用心理学のクロスロード』の原稿依頼に関

しては，現在執筆中である。

4. 日本心理学諸学会連合について(心埋学検定

そ含む)(藤田理事長)

• 12月 23日に日心連の理事会があるため，新た

な進展が予想される。

-心理学検定について，大坊委員から本年度の

検定終了とその後の処理について報告があっ

た。

5. その他

II. 審議事項

1. 新入会員審査および会員異動に関する件

-下記 6名の新入会者の申し込みがあり ，審議

の結果すべてが承認された(敬称略)。

菅 礼子，辻 真弓，維業美千代，キ卜 喜~i1'1， 

津田博子，深津孝行

退会者は以下のどおりである(敬称11硲)。

森 重敏(ご逝去)，田島祥，佐脇亜依

※次回の常任浬事会は 12月 2日(日)の公開シン

ポジウムの前に開催する予定である。

2012年度第 5回常任理事会:議事録

日時 2012年 12月 2日(日) II 時 00 分~1211寺

50分

場 所:日本体育大学中会議室

出席 者:i篠田主一理事長，谷口秦富副理事長

浮谷秀一，川本利恵子 ì奈津イ11~幸 ， 藤森

立男，向井1:希宏，膏藤 勇，大坊郁夫，

内藤哲雄，蓮花一己

事 務局:驚藤雅英(事務局長)，宇部弘子 (幹事)， 

鈴木悠介(幹事) (敬称|略)

I 報告事項

l 上盟事長の挨拶 01長田理事長)

・常任理事の先生方へ感謝の言葉が述べられた。

2 各委員会報告

1) 機関誌編集委員会 (深津委員長)

• ~j 38巻第 2号については印刷が終了し，発送

を待っている状態である。 また英文特集号に

ついては校正の完了を待ち， 12月の中旬に発

送予定である。 さらに第 3号 も編集が進んで

いる。現在， 査読中の論文は 15本，審査終了

が3本である。

-電子査読システムが来年 4月から運用開始予

定である。12月中にホームページにアッ プで

きるよう準備仁!こlである。契約書(案)が国際文

献から届 き，内容についての検討を行い契約

に向けて進んでいる。常任理事には，システ

ムの不備の検証に協力をお願いする。

2) 企画委員会 (藤森委員長)

-本日， Iトッ プアスリート役立つメンタ lレ・マ

ネジメント」 というテーマで日本体育大学記

念講堂にて公開シンポジウムを開催する。

・平成 25年度の学会研修について，研修 A・学

習院大学名誉教授の永田良昭先生，研修 B:

リク jレートマネジメン卜ソリューションズ組

織行動研究所主任研究員の今城志保先生に決

定した。

3) 広報委員会 (浮谷委員長)

・『応用心迎学のクロスロ ードJl(Vol. 5) の中に

理事長ど名誉会員の座談会を取り上け、た。



( 316 ) 応用心理学研究 Vol. 38. No. 3 

-全体の進捗状況の説明があった。年内の発行

を予定している。

4) I応用心理士」認定審査委員会(内線委員長)

・今後，資格申請のための申請冊子を刷新する

予定である。

5) 国際交流委員会(蓮花委員長)

. I英文特集号」については年内に完成予定であ

る0

・国際応用心理学会での企画について検討を

行っている。

-若手研究者支援委員会 ど連携をして，研究費

や海外学会発表補助など他学会が行っ ている

一般的なもの以外に，日本応用心理学会なら

ではのものを検討していきたし、。

6) 若手研究者支援委員会(向井委員長)

-現行実施していることを中心に活動をしてい

く予定である 0

・今後，有効な運用のーっとして国際応用心理

学会での支援について検討を行う。

7) 学会賞選考委員会()11本委員長)

-優秀大会発表賞についての選考が行われ. 7件

の発表が推薦され承認された。

(1)小野洋平(駒津大学)ほか:虚偽検出に関

する基礎的研究刺激の有意性 ・有用性ど

眼球運動

(2)谷本部子(関西国際大学大学院)ほか:ボ

ンド理論における 4要素の検討一犯罪心理

学の観点からの再構築

(3)岡本悠(明治学院大学大学院)大学生の

友人関係における対人葛藤の終結までのプ

ロセスー複線経路 ・等至性モデjレ (TEM)

に基づいてー

(4)川本利恵子(九州大学大学院)ほか:情報

化社会が看護実践力およびコミュ ニケー

ションに及ぼす影響

(5)上出寛子(大阪大学大学院)・ヒューマノ

イドの認知された安心感性別ど年齢の影

響ー

(6)蓮花のぞみ(神戸大学大学院，大阪大学大

学院)に:高齢ドライパ一の白己評{i価l耐耐R刊lどi運軍笹劉il

補{償賞方目略各の関係

(7)伍井和夫(東洋電機製造):内部監査人が

企業不祥事を発見する認知能力一内部監査

人を見守る科学のまなざし

8) 学会活性化委員会(大坊委員長)

.次回の常任理事会で報告予定である。

9) 倫埋委員会(谷口委員長)

-次回の常任理事会で報告予定である。

3. 2013年度第 80回大会について(藤田大会委

員長)

・大会実行委員会で、検討の結果，大会の名称、を

「第 80回記念大会」 とすることに決定した旨

の報告があった。

• 2月に HP上で閲覧できるよう進め，大会通信

等については 3月に発送予定である。

・現在，公開記念シンポジウムを企画している 0

. 日本スポー ツ心理学会が 2013 年 II 月 1 日 ~3

日に日体大で開催される旨の案内があった。

4 日本心理学諸学会連合について(湾藤担当常

任理事，大坊心理学検定運営委員)

-日本応用心理学会どして，心理学検定運営委

員に大坊常任理事を任命した。任期は 3年間

である。

-受検者は着実に増加している。特 l級が新設

されたので，全科目制覇を目指し増加してい

る0

・心理学検定のイメージキャラクタ ーは近日発

表予定である。

II 審議事項

l 新入会審査および会員異動に関する件(爾牒

事務局長)

-新入会員の審査により森田亜矢子氏 ・主主川満

治氏の 2名が承認された。

2. 会則変更について(爾藤事務局長)

-日本応用心理学会会則(以下会則)と日本応

用心理学会役員選出 ・選挙規程(以下規程)

において，会則第 6条「冨IJ理事長の選出」ど

規程第 8条 「副理事長の選出」の文言に削舶

があるため，統ーをする必要がある。審議の

結果，会則は変更せず，規程第 8条を「高iJ理

事長は，常任理事の中から理事長が推薦 し，

新常任理事会の承認を得る ものどする。」に変

更する こどが承認された。

- 医11 1'祭文献印刷ネ~:が国際文献社に社名が変更さ

れ，また住所が変更されたこどから，今後，

同種の変更事項については事務局が総会を待



事務局だより ( 317 ) 

たずに文言を変更してかまわないことが承認 後 2時から日本体育大学にて開催する予定で

さt'Lた。 ある。

※次回の常任理事会は，20日年3月3日(日)午
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日本応用心理学会 2011年度決算書
(2011 年 4 月 1 日 ~2012 年 3 月 3 1 日)

l収 人 支 出

項 目 決算額 予算額 項 目 決算額 予算綴

会費 5，955，000 6，210，000 第 78回大会補助費 700，000 700，000 

過年度分*(58名) 348，000 600，000 学会賞 。 。
本学生会員，賛助会員 l名を含む 心理学諸学会連合会費 60，000 60，000 
本年度分材 (936名) 5，607，000 5，610，000 シンポジウム ・講演賞謝金 84，965 200，000 

料学生会員4名含む 研修会講師謝金 60，000 60，000 

賛助会費(過年度分を含む) 30，000 30，000 国際交流賞 。 100，000 

英文特集号関係諸費 。 。
「応用心理士」関係 190，000 400，000 「応用心理士」関係経費 28，040 50，000 

審査料 40，000 100，000 

認定料 150，000 300，000 委員会活動資 539，622 950，000 

機関誌編集委員会 115，160 300，000 

企画委員会 245，359 300，000 

広報委員会 85，749 150，000 

国際交流委員会 70，080 50，000 

機関誌売り上げ 465，560 300，000 若手研究者支援委員会 。 50，000 

(定期購読・パックナンバー) 学会賞選考委員会 26，274 50，000 

倫理委員会 。 50，000 

雑収入(クロスロード広告料， 228，971 50，000 

利子) 印刷費 2，204，680 2，500，000 

機関誌 1，141，353 1，500，000 

前年度繰越金 1，184，578 1，184，578 広報関係 900，000 900，000 

その他 163，327 100，000 

東日本大震災助成活動のため 75，000 

の募金 通信資 611，273 550，000 

機関誌郵送費 164，095 150，000 

特別企画積立金取崩 500，000 500，000 広報関係郵送費 247，408 250，000 

その他 199，770 150，000 

常任理事交通資 896，660 900，000 

事務局運営資 200，795 200，000 

事務局委託費 724，291 800，000 

英文特集号積立金 500，000 500，000 

選挙関連資用 548，378 500，000 

特別企画積立金 。 。
東日本大震災助成金 350，000 

予備費(名簿未払い分) 97，332 604，578 

次年度繰越金 1，023，073 

d口b、 計一 8，629，109 8，674，578 d口h 計 8，629，109 8，674，578 

*HP製作費 (58，932円)，学会企画書籍費 (38，400円)

《別途会計》

l 名簿作成積立金

2010年度繰越金

2011年度取崩 (清算)

3，000，000 

-500，000 

2，500，000 

3 英文特集号作成積立金

2011年度積立金 500，000 

500，000 

2 若手育成基金

2010年度繰越金 1，733，506 

第 78回大会より寄付金 535，486 

2011年度支援金 一113，0∞
2，155，992 

以上の通り相違ありません。

平成 24年 9月 13日

平成 24年 9月 14日
事

事

院

監

高橋良時 ⑫

手島茂樹⑮



事務局だよ り

日本応用心理学会 2012年度予算案
(20 1 2 年 4 月 l 日 ~2013 年 3 月 3 1 EI) 

王国 目

会資

過年度分

本年度分

賛助会主t

「応用心耳目士」 関係

審査料

認定料

その他

機関誌;売 り上げ

雑収入

前年度繰越金

東日本大震災募金額

特別企画積立金取崩金

英文特集号作成積立金取

跡i金

言{

《日1])会会計》

l 特別企画積立金

2011年度繰越金

2012年度取崩金

2. 若手育成基金

l収 入

予算額

6，060，000 

480，000 

5，580，000 

30，000 

600，000 

150，000 

450，000 。

450，000 

100，000 

1，023，073 

。
1，000，000 

9，263，073 

2，500，000 

2，500，000 

2010年度繰越金 2，155，992 

2011年度支援金 一114，000

2，041，992 

前年度決算頒

5，955，000 

80名 348，000 

930名 5，607，000 

30，000 

190，000 

40，000 

150，000 。

465，560 

228，971 

1，184，578 

75，000 

500，000 

8，629，109 

支 11¥ 

項 回 予算古賀

第 79回大会中iIi助政 700，000 

学会主I 60，000 

心理学諸学会迎合会資 60，000 

シンポジウム ・講演賀謝金 200，000 

研修会前例謝金 60，000 

9!i:文特集号関係諸~J_( 1，000，000 

「応用心理士JI葉i係経費

委員会活動'?!i 950，000 

機関誌編集委員会 200，000 

企画委員会 200，000 

広報委員会 100，000 

fr.WI，[.、f盟士」認定審査委員会 150，000 

国際交流委員会 100，000 

若手研究者支援委員会 50，000 

学会公選考委員会 50，000 

学会活性化委員会 50，000 

倫理委員会 50，000 

r:n町 1 1 ~!i 2，650，000 

機関誌 2，000，000 

広報関係 450，000 

その他 200，000 

通信H 630，000 

機関誌郵送政 300，000 

広報|主|係郵送賀 130，000 

その{也 200，000 

常任理事交通貨 900，000 

事務局運蛍'ei 200，000 

事務局委託費 700，000 

英文特集号制立金 500，000 

選挙際IJili賀用
特7)1)企繭積立金 。
機関誌電子投稿システム賀 200，000 

東日本大震災助成金

予備自 453，073 

次年度繰越金

言| 9，263，073 

3 英文特集号作成積立金

2011年度繰越金 500，000 

2012年度積立金 500，000 

20日年度取崩金 1，000，000 。

( 319 ) 

前年度決算徽

700，000 。
60，000 

84，965 

60，000 。
28，040 

539，622 

115，160 

245，359 

82，749 

70，080 

。
26，274 。
。

2，204，680 

1，141，353 

900，000 

163，327 

611，273 

164，095 

247，408 

199，770 

896，660 

200，795 

724，291 

500，000 

548，378 。
350，000 

97，332 

1，023，073 

8，629，109 
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収入 支出

摘要 金額 摘~ 金lii~

大会参加賀 単価 人数 学会事務委託政 1，699，880 

(内訳) 正会員 予約 5，000 158 790，000 (内訳)業務委託資

正会員 当日 6，000 36 216，000 システム限liili賀
院生 予約 2，000 42 84，000 大会論文集印刷賀

院生 当日 3，000 6 18，000 大会プロクラム印刷資

非会員 予約 6，000 24 144，000 

非会員 当日 7，000 27 189，000 講師謝礼 190，000 

非会員(学生) 予約 3，000 2 6，000 学生協力謝礼 532，000 

非会員(学生) 当日 3，500 9 31，500 大会事務局事務員謝礼 280，000 

発表質 大会委員会運'ìà~f4i 232，800 

(内訳) 正会員 ・名誉 5，000 137 685，000 理事会資 168，000 I 
院生 3，000 24 72，000 懇親会資 510，500 

非会員 10，000 25 250，000 総会~ (弁当代) 194，250 

非会員学生 8，000 8，000 昼食代 (2E1目) 50，000 

自主ワークショップ パネル リース賀 128，000 

(内訳) 正会員 5，000 7 35，000 消耗品資 100，029 

院生 3，000 フ 6，000 大会当日移動賀 1，780 I 
論文集代 郵送料 ・手数料 3，275 

(内訳) 予約 5，000 26 130，000 寄付(学会 ・若手研究者支援) 535，486 

当日 6，000 22 132，000 

懇親会費

(内訳) 正会員(予約) 7，000 51 357，000 

正会員(当日) 8，000 22 176，000 

院生(予約) 3，000 12 36，000 

院生(当日) 4，000 14 56，000 

同伴者 5，000 4 20，000 

研修会資

(内訳) 正会員(予約) 500 33 16，500 

正会員(当日) 1，000 4 4，000 

非会員 1，500 。 。
弁当代 (2日目 :個人購入分) 1，000 6 6，000 

広告r"'l 180，000 

若手研究者支援 3，000 10 30，000 

fillllJJl''l 
俊秀大会発表1'1: 24，000 

懇親会補助資

大会中iIl助資 700，000 

理事懇籾会補助 100，000 

寄付 124，000 

合計 4，626，000 合言| 4，626，000 

以上の通り相違ありません。 平成 24年 11月 11::1 監査 内藤哲邸 ⑪
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